
事業所自己評価・ミーティング様式  実施日 令和 8年 1月 27日（火） 

 

 

１．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
永石・鳥越・木山・田坂・作本・橋田・大町・

山口・松尾・阪井・朝永 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 8 0 0 10 

 

前回の改善計画  

・ケアプランの内容を把握する。全職員が統一した支援を行えるようになる 

・ケアパレットを有効活用し支援に反映させる 

・全利用者様の気持ちをくみとるための関りを実施する 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・ケアプランの内容を把握するために読み込む時間を業務時間に組み込んだ 

・出勤前に必ずケアパレットを活用し、前日の情報収集を行った 

・利用者様に対して積極的に声掛けをすることができた 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

4 6 0 0 10 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

2 6 2 0 10 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

3 5 2 0 10 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

3 6 1 0 10 

 

できている点  

・ケアマネジャーと一緒に担当利用者様のケアプランや小規模多機能介護計画書の一部を考え、必要な支

援を把握することができた 

・利用者様とコミュニケーションを取る時間を作る努力をした 

・利用者様、ご家族の不安を察し、不安を与えない介護をすることができた 

・全体会議の中で利用者様がより良い生活をするために必要な支援や課題を話し合い統一した支援を行う

ことができた 

・情報については朝礼、終礼、全体会議の中で共有することができた 

・新規利用者様には密に関わりを持つことができた 

・ケアパレットや申し送りノートを活用し、日々の様子や共有点を確認することができた 

・利用者様の目を見て同じ目線で声掛けすることができた 

・利用開始前に事前に情報収集する習慣をつけることができた 

・ケアプランを把握することで利用者様の目標に沿った支援ができるようになった 

・初回利用時の様子や支援方法等は詳細に記録をつけるようにしている 

・利用者様の反応を確かめながら信頼関係の構築に努めた 

・送迎時や訪問時は必ず昨日の様子を聴くことを徹底し情報収集を行った 

・日常の様子は適宜タブレットで確認することを習慣づけた 

・利用者様の希望に沿った介助を行うことができた 

・ご家族が面会に来られた際、担当職員が家族とコミュニケーションを取る時間を設けた 

 
 



できていない点  

・担当利用者様以外のケアプランの内容把握が乏しい 

・支援内容の変更があった際に全体の場でアナウンスしているが把握できていない職員もいる 

・ケアプラン、ケアパレットを繰り返し確認する習慣ができていない 

・ご家族のケアはケアマネ任せになっていると感じる 

・現場職員は送迎以外家族と会う機会がほとんどないため家族の不安を受け止められているか分からない 

・送迎時ご家族と話はするが困りごとまで聴き出すことができていない 

・ご家族と話す機会がほとんどないため情報を聴き出せない 

・運転できない職員はご家族が事業所へ来られた時にしか話をする機会がない 

・情報収集が甘くなぜその対応が必要なのかを見落としている 

・ケアプランを見ただけで情報収集したと満足している 

・相手の立場になって支援ができていない 

・アセスメントやケアパレットの支援内容を確認して行動していたはずが、勘違いにより間違った対応を

してしまったことがあった 

・時間に追われコミュニケーションの時間を作れない 

・現場職員は送迎時にしか家族と顔を合わせる機会がないため、短時間で困りごとを聴きとるのは難しい 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

・利用者様のこれまでの暮らしや思いを把握し、日々の支援に生かす 

・通い、訪問、泊まりでの情報を共有し、支援を統一する 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 8年 1月 27日（火） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
永石・鳥越・木山・田坂・作本・橋田・大

町・山口・松尾・阪井・朝永 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 7 1 0 10 

 

前回の改善計画  

・全利用者様の目標を再確認し、チーム全体で支援する体制作りを構築する 

・本人の代弁者として家族に希望や意向を発信する 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・ケアプランでご本人の目標「～したい」の確認をすることに努めた 

・ケアパレットを活用し、個別の運動や支援方法の統一ができた 

・事業所全体の取り組みとして各担当利用者様の履歴書を作成したことにより利用者様の思いを聴き出す

ことができた 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

2 4 4 0 10 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

2 5 3 0 10 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

2 5 3 0 10 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

3 7 0 0 10 

 

できている点  

・履歴書を作成することで利用者様のことをもっと知りたいと思うようになった 

・毎日短時間でも会話をする時間を作り、本人の思いやニーズを聴き出す努力ができた 

・会話の中やケアプランから生活に対するニーズを把握することができた 

・目標を達成するために心身共に昨日と変わりがないか細かく気掛けるようになった 

・全体会議にはできる限り参加し、担当利用者様から聴き取った希望を職員間で共有した。また家族にも

口頭や連絡ノートにて発信した 

・利用者様の履歴者作成におけるコミュニケーションを通じて本人の「～したい」を聴き取る機会を作れ

ている  

・履歴書作成にあたりケアプランを見直すことで本人の目標を再確認できた。またコミュニケーション時

にも再度聴き取りを行った 

・過介助にならないよう、残存機能を維持することを念頭に支援している 

・利用者様の願望や希望を尊重しながら ADLの維持向上に努めた 

・「～したい」を叶える関わりができている 

・「～したい」という本人の希望に合わせた行動ができている 

・職員本位の行動にならないように努めた 

 
 

 

 

 

 

 

 



できていない点  

・本人の代弁者として家族に希望や意向を発信することができていない 

・本人ができること（残存能力）の認識が職員間でずれていると感じることがある 

・過介助と感じる場面が見られる 

・本人へ希望を家族へ伝えるツールが確立されていない 

・利用者様との関わりに統一性がない 

・意思表示が難しい利用者様の気持ちをくみ取る努力をしていない。難しいことは消極的 

・くみ取れた内容は記録のみ。口頭発信がない 

・時間がないことを言い訳にして用者様との関わりが不足している 

・ミーティングでの情報共有が支援に生かせていない。ミーティングでの発言が少ない 

・担当利用者様のみで、全利用者様のゴールを把握できていない 

・日々の関りの中でゴールを意識して支援していない 

・聴き取りのみで終わり、実行に移せないままでいる 

・職員の都合で支援している場面が見られる 

・コミュニケーションを取るのが苦手で積極的な声掛けができていない 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

・「～したい」という思いを大事にし、通い・訪問・泊まりのサービスを活用して生活を支援する 

・小さな変化や気づきをその日のうちに職員間で共有する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

事－② 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 8年 1月 27日（火） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
永石・鳥越・木山・田坂・作本・橋田・大町・

山口・松尾・阪井・朝永 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 7 1 0 10 

 

前回の改善計画  

・利用者様の「声にならない声」をくみ取れるコミュニケーションを行う 

・利用者様の新たに獲得した情報は適宜タブレットに記載し、職員間の情報共有に活用する 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・事業所全体の取り組みとして各担当利用者様の履歴書を作成したことにより利用者様のこれまでの生活

環境、以前の暮らし方を知ることができた 

・体調や状況に合わせ、利用中の過ごし方やサービスの調整を考慮している 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握でき

ていますか？ 

3 5 2 0 10 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

7 3 0 0 10 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

2 5 3 0 10 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

6 3 1 0 10 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

3 5 2 0 10 

 

できている点  

・履歴書を作成したことで利用者様の人生観を構成する時代背景に配慮した支援ができるようになった 

・コミュニケーションを積極的に取るよう心掛けている 

・個々の性格に合わせて支援ができている 

・本人のペースに合わせ職員本位の介助をすることのないように気を付けた 

・会話の際は「はい」「いいえ」で終わらせることのないような情報収集に努めた 

・本人の体調の変化、状況に合わせた支援ができている 

・余裕がある時は少しでも利用者様と会話するようにしている 

・コミュニケーションを取る場合は話し方や表情、体調の変化に気を付けた 

・利用者様の日々の状況に合わせた対応を行った 

・新規の方などは実際に支援した職員から適宜情報収集を行い、支援を行った 

・日常生活の会話の中で今までの生活環境や生活状況について聴きとるよう努めた 

・担当利用者様とコミュニケーションを取る時間を多く取り、本人の以前の暮らし方についてより詳しく

把握できるようになった 

・日常生活における変化等は記録を細かく取り、他職員に共有した 

・利用者様の気づきは必ず他職員に報告するようにした 

・体調の変化で気づいた際は必ず看護師へ報告。ケアパレットへの記載にて職員間での情報共有をするこ

とができた 
 



できていない点  

・本人の把握について担当利用者様以外の理解が乏しい 

・声にならない声については非言語的サイン等の知識不足がある 

・情報のみの交換で終わり、本人がやりたいことの実現には至っていない 

・介助方法にバラツキを感じる。統一性がない 

・10個言えるようなコミュニケーションはできていない 

・個々に時間を取って話せていない 

・利用者様の「声にならない声」の代弁者になれていない 

・認知症が進行している方は以前の暮らし方を聴き取ることがあまりできていない 

・以前の暮らしを 10個以上言えるほどのコミュニケーションはできていない 

・うまく会話ができない方の情報収集が少ない。大変なことから逃げている。 

・業務に追われて利用者様と関わる時間が取れない。業務中心になっている 

・利用者様の生活状況を聴きとる時間を作る努力をしていない 

・業務に追われていると言い訳にしている 

・コミュニケーション能力の獲得努力をしていない 

・会話の中から生活状況を見つけることがまだまだできない 

     
 

次回までの具体的な改善計画  

・「以前の暮らし方」を知るために担当利用者様の履歴書を作成する 

・聴き取りした内容は詳細に記録に残す。申し送りや全体会議で共有し、職員全員が同じ理解を持つ 

  

事－③ 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 8年 1月 27日（火） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
永石・鳥越・木山・田坂・作本・橋田・大

町・山口・松尾・阪井・朝永 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 3 3 3 10 

 

前回の改善計画  

・各利用者様の取り巻く環境を把握し、家族や関係者へ可能な限り聴き取りを行う 

・地域での催し物に参加する。事業所周辺の散歩や清掃活動を地域交流に結び付ける 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域でのイベントや認知症カフェに参加することができた 

・管理者は独居利用者様の様子をご近所住民に気掛けてもらえる話し合いを持つことができた 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

2 5 3 0 10 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

2 4 2 2 10 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

1 4 4 1 10 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

0 3 4 3 10 

 

できている点  

・かかりつけ医や薬局と常に情報共有をすることができた 

・自宅訪問時や通い時に昨日何をしたか必ず尋ねるようにしている 

・日常会話の中で生活スタイルや人間関係を聴き出すように努力した 

・地域の方にも利用者様の見守りをお願いできる関係性の構築に努めた 

・近隣の方との関係性が密になっていると感じる 

・「～さんを～で見たよ」などの情報をいただけることが増加した 

・地域の方とのかかわりが増えたことで利用日外の情報も前回より把握できるようになった 

・ケース記録やアセスメントシートを活用して本人の生活スタイルや人間関係の理解するよう努めた 

・茂木地区の地図やふれあいセンターに置いてある情報誌を活用して地域資源の把握に努めた 

・事業所周辺の清掃活動時は地域の方へ積極的に挨拶を行った 

・毎月利用者様 1名+職員が認知症カフェに参加している 

 
 

できていない点  

・聴き取りをしても記録として残していないことが多い 

・各利用者全員の民生委員まで把握ができていない 

・民生委員さんと関わりがあるのは管理者だけとなっている 

・地域資源の把握に努めたが活用ができていない 

・介護保険外でも活用できる資源の把握ができていない 

・事業所外のことや過去のことまでは把握できていない 

・地域資源の発掘は管理者任せになっていることが多い 

・職員によって情報量のバラツキがある 



・民生委員さんとの関わりが不十分と感じる 

・各利用者様の人間関係は理解できていない 

・地域の方と交流する機会に管理者以外は出向けていない 

・各利用者様で地域資源の活用頻度に偏りがある。うまく活用できていない 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

・利用者様が普段使っている店や人間関係、場所を把握し、これまでの地域とのつながりを大切にする 

・散歩や外出、行事参加を通して、地域の中で過ごす機会を作る 

・近隣住民や関係機関と顔の見える関係をつくり、困った時に助け合える体制を構築する 
 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 8年 1月 27日（火） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
永石・鳥越・木山・田坂・作本・橋田・大町・

山口・松尾・阪井・朝永 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 4 4 1 10 

 

前回の改善計画  

・事業所のサービス以外に活用できる資源を職員全員で発掘する 

・利用者様のニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」のサービスを柔軟に調整する   

前回の改善計画に対する取組み結果  

・弊会理学療法士に相談し、利用者様の座位や臥床時のポジショニングの指導を受けることができた 

・長崎市の家族介護支援（オムツ支給）やふれあい訪問収集事業を活用することができた 

・自宅にて看護やリハビリが必要な方に対して訪問看護や訪問リハビリを活用することができた 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

1 2 4 3 10 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

3 4 2 1 10 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

3 6 1 0 10 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

4 5 1 0 10 

 

できている点  

・本人の変化が見られた際はいつも以上に詳細な記録を行うように努めた 

・利用者様の気分、状態に合わせた介助を行うことができた 

・一部の利用者様ではあるが、地域の方が見守りの支援に協力してくれている 

・通いや訪問の際は家族や本人にお変わりはないか必ず確認している 

・本人の希望を聴き出せた際は、全体会議等で情報共有し実現に向けて考えることができた 

・利用者様のその日その時の状態に寄り添う支援ができた 

・利用者様の体調に合わせた柔軟なサービス調整を行うことができた 

・変化については口頭やケアパレットにて都度共有することができた 

・主治医への報告、相談を適宜行うことができたすこしで 

・本人の状態や家族のニーズに合わせ、サービスの調整を行った 

・家族の状況も考慮しながらサービスの提案を行った 

・訪問看護や地域支援事業、家族支援事業の活用ができている 

・変化がある際は適宜ケース記録に記入している 

・体調異常があれば適宜主治医に相談することができた 

・台風や積雪、体調不良などの状況に合わせて柔軟なサービス調整を行った 

・利用者様の利用日の体調、状態に合わせた支援を行うことができた 

・管理者は地域での活動へ積極的に参加できた 

 
 

できていない点  

・地域資源の発掘は管理者任せになっており職員は発掘に対して消極的である 

・既存のサービスで満足してしまっている。 



・オムツ支給やふれあい訪問ごみ収集事業など一部の資源しか活用できていない 

・茂木地区の資源発掘がまだまだできていない 

・地域資源の活用方法がわからない 

・地域との関わりは管理者任せになっている 

・訪問のみの利用者様は普段の様子が見えづらいため小さな変化がわからないことがある 

・利用者様の変化に気づいた際、まだまだ全職員に共有できていない 

・地域の方々に協力を仰ぐことが少ない 
 

次回までの具体的な改善計画  

・職員間で共有した情報を基に、誰が対応しても同じ判断、支援ができるようにする 

・ボランティアやサロン活動など地域の集まりを把握し、参加できるようにする 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 8年 1月 27日（火） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
永石・鳥越・木山・田坂・作本・橋田・大

町・山口・松尾・阪井・朝永 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

0 1 4 5 10 

 

前回の改善計画  

・その他のサービス機関との会議に管理者、ケアマネ以外の職員が参加できる機会を設ける 

・地域での行事や活動に積極的に参加する 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・訪問看護と連携して末期がんの利用者様を最後まで自宅で支えることができた 

・オンラインで開催されるサービス担当者会議や面談にケアマネ以外の職員が参加することができた 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

2 3 2 3 10 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

0 1 1 8 10 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

1 2 3 3 10 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

1 1 3 5 10 

 

できている点  

・主治医と連携が充実していたため、利用者様の状態を管理しやすくなった 

・茂木若人の会の一員として第 4回茂木花火大会に参加させていただき、各関係者の方と花火大会成功に

向けて協働することができた。 

・茂木地区の清掃活動に茂木若人の会の一員として参加させていただいた 

・事業所周辺の清掃活動に短時間ではあるが、毎週取り組むことができた。 

・茂木若人の会の一員として第 25回茂木地区ふれあいまつりの開催準備に参加させていただき、各関係

者の方とふれあいまつり開催に向けて協同することができた。 

・茂木老人クラブが主催するサロンに声をかけていただき、今年から参加するようになった 

・医療法人博和会の全事業所で不要になったタオルを雑巾に換える雑巾プロジェクトを実施。近隣の茂木

小学校・茂木中学校、茂木保育園、日吉小中学校に雑巾をお渡しすることができた。 

・事業所内の総合避難訓練に地域の方に参加していただくことができた 

・利用者様の認定調査時は必ず職員が同席するように努めた 

・玉成高校や包括支援センターが主催するサロンや認知症カフェに参加できている  

 
 

できていない点  

・利用者様が地域住民と交流する機会を積極的に持つことができていない 

・コロナ感染のリスクから事業所の立ち入りに関して制限を設けている。ご家族以外の方の事業所訪問は

少ない 

・自治体や地域包括支援センターとの会議に管理者は参加しているが、職員が参加する機会がない。 



・事業所としては地域での活動やイベントに参加できているが管理者のみで現場の職員が参加することが

できていない 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

・地域住民や民生委員、ボランティアと顔の見える関係を築き、必要時は支援に協力してもらえる体制作

りを行う 

・その他のサービス機関とのカンファレンスに職員が参加できる機会を作る 
 

 
 

  

事－⑥ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 8年 1月 27日（火） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
永石・鳥越・木山・田坂・作本・橋田・大

町・山口・松尾・阪井・朝永 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 0 5 3 10 

 

前回の改善計画  

・地域の方から意見や相談をいただけるように、事業所のアピールを職員全員で行う 

・運営推進会議において構成員の方に意見や改善点をお尋ねする 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・地域の方から介護について相談を受けることが増えた 

・運営推進会議の場で、事業所の取り組みについて意見をいただくことができた 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

2 4 2 2 10 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

2 6 1 1 10 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

2 1 3 4 10 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

1 1 3 5 10 

 

できている点  

・運営推進会議を 2か月に 1回開催し日々の取り組みについて報告ができている 

・月 1回の自宅訪問時には家庭での困りごと、事業所への意見、苦情などを聴くことができた 

・利用者様やご家族からの相談、要望については適切に対応することができている 

・朝礼や終礼、全体会議の場で、事業所のあり方、職員間の危険交換の時間を確保している 

・茂木若人の会の一員として、地域行事に出向くことで事業所の存在を多くの方に認識してもらえるよう

になった 

・年 2回事業所で総合避難訓練を開催。長崎中央消防署署員より火災、救急対応時のレクチャーをいただ

いた。今年度は地震災害時の訓練にも取り組んだ。また地域の方にも参加いただいた 

・事業所内で開催した行事はホームページに随時アップし、取り組み状況を公開した 

・事業所周辺の清掃活動を実施。地域貢献の 1 つとして継続できている 
 

できていない点  

・地域の方との交流できる場への参加が管理者のみとなっている 

・管理者以外の職員が広報活動に参加する機会がほとんどない 

・意見や苦情をもらえていない。事業所の認知度がまだまだ低い 

・少し名前を憶えていただいた程度で、地域に必要な事業所となれてはいない 
 

次回までの具体的な改善計画  

・地域やご家族、関係機関と連携し、地域に開かれた事業所運営を行う 

・運営推進会議において構成員の方から意見や苦情をお尋ねし、適宜支援に反映させる 
 

  

事－⑦ 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 8年 1月 27日（火） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
永石・鳥越・木山・田坂・作本・橋田・大

町・山口・松尾・阪井・朝永 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

5 3 2 0 10 

 

前回の改善計画  

・ヒヤリハット報告書の内容を充実させ、介護事故減少に繋げる 

・感染症対策を講じながら積極的に外部研修に参加し、スキルアップを目指す 

・管理者や介護リーダー、各委員会長が主体となり内部研修を実施する 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・ヒヤリハット報告書の件数が昨年より増加した。（昨年度平均 22件→今年度 30件） 

・認知症介護実践者研修を受講。職場内研修では他職員に協力を仰ぎケアの実践に取り組んだ 

・毎月全体会議内で介護についての研修を開催することができた 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

5 2 2 1 10 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

3 2 2 2 10 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

0 2 1 6 10 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

3 6 1 0 10 

 

できている点  

・介護の仕事魅力伝道師の活動へ積極的に参加することができた 

・介護事故のリスクマネジメントとして、委員会より積極的なヒヤリハット報告書提出を促した 

・事故防止委員会は率先してヒヤリハット報告書を提出できている 

・毎日ヒヤリハットが欠かさず出ている 

・eラーニングの研修素材を活用し、各個人でスキルアップに努めた。 

・長崎市小規模多機能サービス連絡会が毎月開催する研修に管理者、介護職員が参加。知識獲得に努めた 

・小島・茂木包括支援センターが開催する居宅連絡会や長崎市小規模多機能サービス連絡会、茂木若人の

会定例会議に参加した 

・リスクマネジメントを意識した結果、職員間での情報共有や多職種との連携を密に取れるようになった 

・ヒヤリハット報告書の内容詳しく書かれるようになった 

 
 

できていない点  

・家庭の事情があり外部研修への参加が難しい 

・地域連絡会には管理者しか参加できていない 

・リスクマネジメントに対しての知識が不足している 

・日々の業務に精一杯でスキルアップ研修を受ける余力がない 

・ヒヤリハット報告書の重要性を理解していない。出すことが作業になっている 

・ヒヤリハット報告書を事故防止のツールと認識していないため、ヒヤリハット報告書を提出できていな

いことがある 

・ヒヤリハット報告書の提出頻度に個人差が見られる 



・類似した内容のヒヤリハットが繰り返し起こっている。職員間での共有ができていない 

・自分にはどの研修が必要なのかわからない。上司や他職員に尋ねることもしていない 
 

次回までの具体的な改善計画  

・同一内容のヒヤリハット報告書が出ないように対策後の実施状況を確認し、必要に応じて見直しを行う 

・管理者は介護の質を向上させるために外部研修の案内を適宜発信し、積極的な受講を促す 

・地域での連絡会に管理者以外の職員も参加する 
 

 

  

事－⑧ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 実施日 令和 8年 1月 27日（火） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
永石・鳥越・木山・田坂・作本・橋田・大

町・山口・松尾・阪井・朝永 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

5 5 0 0 10 

 

前回の改善計画  

・支援を行う際は、相手の立場になって物事を考える 

・個人情報を申し送る際は、周囲に配慮した情報伝達を徹底する 

前回の改善計画に対する取組み結果  

・相手の立場になって支援を行うこと心がけるようになった 

・個人情報が漏れないような空間での情報伝達が行えている 

 

※結果は下記の「できている点」と「できていない点」を参照。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

8 2 0 0 10 

② 
虐待は行われていない 

 

 

10 0 0 0 10 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

7 3 0 0 10 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

4 2 1 3 10 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

7 3 0 0 10 

 

できている点  

・身体拘束や虐待は見られない。意識を持って行動している 

・言葉使いに配慮し、心理的な部分にもアプローチできている 

・スピーチロック禁止のポスターを職員の目に入るところに掲示し、意識付けできている 

・自室に保管しているパッド類も目隠しをするなど細かい所にも配慮できるようになった 

・個人情報を職員間で共有する際は、外部に漏れないよう注意している。また、口頭で申し送る際は、声   

量に気を付けることができた  

・利用者様の人権を尊重した対応ができている 

・個室に入る際は必ず扉をノックして入る習慣が身についている 

・成年後見制度を利用されている利用者様が 1 名在籍している 

・ご家族が遠方で金銭管理や書類作成に不備がある独居利用者様には適宜成年後見制度の活用を提案した   

・虐待、身体拘束に至る背景を考え、それらを予防する研修を実施できた 
 

できていない点  

・成年後見制度についての知識が不足している。研修会に参加できていない 

・ケアパレットを使用した後、所定の場所に戻さず利用者様が触っていることがあった 

・利用者様のリハビリパンツやパッドを他者に見える状態でトイレ内まで運んでいる 

・「ちょっと待って」の声掛けが多いと感じる。利用者様の行動に制限をかけてしまっていることが多い 

・利用者様の行動を気に留めることなく職員間で私語をしている 



・利用者様に対して友達感覚で会話をしている 

・「ダメ」などの言葉が目に付く 

・トイレ誘導の際「トイレに行きますよ」等の声掛けが他者にわかる大きさで行われている 

・業務を優先してしまい、利用者様の行動に対して時間をかけて見守ることができていない 

 
 

次回までの具体的な改善計画  

・利用者様の希望に沿った呼び方や言葉遣いを徹底する 

・人権、プライバシーに関する研修や振り返りを定期的に行う 

・排泄、更衣、入浴時は周囲の視線に配慮する 
  

事－⑨ 


